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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第51期

第３四半期連結累計期間
第51期

第３四半期連結会計期間
第50期

会計期間
自　平成20月４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20月10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 11,746,752 3,818,521 16,490,977

経常利益 (千円) 1,178,820 346,758 2,416,735

四半期(当期)純利益 (千円) 716,500 167,427 1,570,728

純資産額 (千円) ─ 11,272,295 11,159,112

総資産額 (千円) ─ 17,162,446 18,052,368

１株当たり純資産額 (円) ─ 1,423.71 1,410.37

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 92.14 21.53 201.99

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 64.5 60.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,036,143 ─ 2,061,756

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △548,133 ─ △970,884

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △635,455 ─ △563,096

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 2,632,610 2,833,188

従業員数 (名) ─ 2,770 3,120

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,770

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数は、従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 143

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

部門 金額(千円)

センサ電子部品 3,952,011

計測制御機器 58,498

合計 4,010,509

(注)　上記金額は、販売価格で表示してあり、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当第３四半期連結会計期間における受注状況を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

部門 受注高(千円) 受注残高(千円)

センサ電子部品 3,567,562 1,697,220

計測制御機器 49,555 19,300

合計 3,618,118 1,716,521

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

部門 金額(千円)

センサ電子部品 3,770,937

計測制御機器 47,584

合計 3,818,521

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

この事項については該当ありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、米国発の金融不安に端を発

した世界同時不況が一層深刻な影響を及ぼし、自動車をはじめとする主要市場で急速に需要が落ち込み、

生産活動に急ブレーキがかかった展開となりました。

当社グループの関連する業界におきましては、エコ給湯器、ハイブリッドカー、インバータエアコンな

ど環境・省エネ製品への需要は底堅いものの、急激な円高進行や消費意欲の低下等もあり、急激且つ大幅

な需要の減速と採算悪化の極めて厳しい状況となりました。

このような状況のなか、当社グループでは、タイ、中国を核とした生産・販売体制の更なる強化を進め、

コスト削減、効率化、品質・性能面で優れた製品の供給による市場シェアの拡大を図るなど積極的な取り

組みを展開してまいりましたが、この急激で広範且つ大幅な需要減退への対応を余儀なくされ、売上高、

利益面ともに苦戦を強いられました。

その結果、連結売上高は38億１千８百万円となり、損益面におきましては、営業利益は３億６千５百万

円、経常利益は３億４千６百万円、四半期純利益は１億６千７百万円となりました。

部門別業績につきましては、センサ電子部品部門(サーミスタ素子、温・湿度センサ等)の売上高は37億

７千万円となり、他方、計測制御機器部門(温・湿度計測制御機器、風速計等)は、売上高４千７百万円とな

りました。

所在地別セグメントにつきましては、国内においては売上高33億５千４百万円、営業利益３億５千７百

万円、アジアでは、売上高19億２千３百万円、営業利益１億４千１百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動に必要な資金の確保、更に健全なバランスシートの維

持を財務方針としております。

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比８億８千９百万円(4.9％)減少し、171億

６千２百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末比３億５千９百万円(3.1％)減少の113億１千

２百万円、固定資産は前連結会計年度末比５億３千万円(8.3％)減少の58億４千９百万円となりました。

流動資産減少の主な要因は、受取手形及び売掛金の減少等に基づくものであります。

固定資産減少の主な要因は、有形固定資産の減少５億６千３百万円があったためであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比10億３百万円(14.6％)減少の58億９

千万円となりました。流動負債は前連結会計年度末比７億２千７百万円(14.2％)減少の43億９千６百万

円、固定負債は前連結会計年度末比２億７千５百万円(15.6％)減少の14億９千３百万円となっておりま

す。この主な要因は、流動負債の減少につきましては支払手形及び買掛金、短期借入金、未払法人税等の減

少によるものであり、固定負債の減少につきましては長期借入金の返済によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比１億１千３百万円(1.0％)増加し、

112億７千２百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加であります。

利益剰余金は四半期純利益の増加により前連結会計年度末比５億２千２百万円(8.3％)増加し68億６

百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の60.8％から64.5％となりました。期末発行済株式総数に

基づく１株当たり純資産額は、前連結会計年度末の1,410.37円から1,423.71円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、26億３千２百万円となり

ました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、１億１千９百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期

純利益３億４千２百万円、減価償却費２億２千７百万円等の資金の増加が法人税等の支払額３億８千

６百万円、たな卸資産の増加額１億６千８百万円、賞与引当金の減少額１億７千８百万円等の資金の減

少を下回ったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、２億１千６百万円となりました。これは主に、機械装置等の有形固

定資産の取得による支出及び無形固定資産の取得による支出によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、４千５百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による

ものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は67,956千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社芝浦電子(E01960)

四半期報告書

 7/25



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,800,000

計 16,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,779,865 7,779,865
ジャスダック　　　証

券取引所

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数は100株でありま
す。

計 7,779,865 7,779,865― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

この事項については該当ありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

この事項については該当ありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成20年10月１日～
　平成20年12月31日

─ 7,779,865 ─ 2,144,612 ─ 2,069,698
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　
(注）１　当第３四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社から平成20年11月10日付で関東財務局に提出され

た大量保有報告書により、平成20年10月31日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、

当社として当第３四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりません。

　　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

大量保有者名 保有株式数 株式保有割合

フィデリティ投信株式会社 367千株 4.72%

エフエムアール　エルエルシー
(FMR LLC)

50千株 0.65%

２　当第３四半期会計期間において、スパークス・アセット・マネジメント株式会社から平成20年11月20日付で関

東財務局に提出された大量保有報告書の変更報告書により、平成20年11月14日現在で以下の株式を所有して

いる旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができてお

りません。

　　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

大量保有者名 保有株式数 株式保有割合

スパークス・アセット・マネジメント
株式会社

505千株 6.49%

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   4,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式
単元株式数は100株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,766,300
77,663同上

単元未満株式 普通株式   9,565 ― 同上

発行済株式総数 7,779,865 ― ―

総株主の議決権 ― 77,663 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式88株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱芝浦電子

埼玉県さいたま市桜区
町谷２丁目７番18号

4,000 ─ 4,000 0.1

計 ― 4,000 ─ 4,000 0.1
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,6801,7601,8171,6041,3701,022 920 780 620

最低(円) 1,3101,3631,5591,352 933 823 470 563 550

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

　

氏名 新役名及び職名 旧役名及び職名 異動年月日

西　沼　研　一
常務取締役
(技術本部長)

常務取締役
(営業本部長兼グローバル　営

業部長)
平成20年10月６日

生　野　正　治
取締役

(技術本部長補佐　　　　　兼セン
サ一部部長)

取締役
(技術本部長)

平成20年10月６日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,081,303 3,231,813

受取手形及び売掛金 ※２, ※３
 4,563,986

※２, ※３
 5,011,426

商品及び製品 837,482 614,515

仕掛品 1,708,335 1,669,101

原材料及び貯蔵品 706,275 649,776

その他 417,508 498,820

貸倒引当金 △2,242 △3,029

流動資産合計 11,312,647 11,672,422

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,480,129 2,763,757

機械装置及び運搬具（純額） 1,696,704 2,017,039

その他（純額） 917,921 877,323

有形固定資産合計 ※１
 5,094,755

※１
 5,658,120

無形固定資産 76,737 18,545

投資その他の資産

投資有価証券 280,708 332,476

その他 437,861 411,293

貸倒引当金 △40,264 △40,490

投資その他の資産合計 678,306 703,279

固定資産合計 5,849,798 6,379,945

資産合計 17,162,446 18,052,368
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 2,449,496

※３
 2,600,774

短期借入金 1,076,904 1,238,184

未払法人税等 17,406 383,474

賞与引当金 81,840 247,680

役員賞与引当金 22,500 30,000

その他 ※３
 748,549

※３
 624,134

流動負債合計 4,396,696 5,124,247

固定負債

長期借入金 931,033 1,272,264

退職給付引当金 462,560 387,322

役員退職慰労引当金 88,480 99,399

その他 11,380 10,021

固定負債合計 1,493,454 1,769,008

負債合計 5,890,151 6,893,255

純資産の部

株主資本

資本金 2,144,612 2,144,612

資本剰余金 2,069,698 2,069,698

利益剰余金 6,806,720 6,284,616

自己株式 △5,155 △4,978

株主資本合計 11,015,876 10,493,949

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 70,758 108,221

為替換算調整勘定 △16,360 364,677

評価・換算差額等合計 54,398 472,898

少数株主持分 202,019 192,264

純資産合計 11,272,295 11,159,112

負債純資産合計 17,162,446 18,052,368
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 11,746,752

売上原価 8,727,786

売上総利益 3,018,965

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 664,520

賞与引当金繰入額 29,150

役員賞与引当金繰入額 22,500

退職給付引当金繰入額 118,909

役員退職慰労引当金繰入額 11,120

その他 926,905

販売費及び一般管理費合計 1,773,105

営業利益 1,245,860

営業外収益

受取利息 5,356

受取配当金 6,222

受取手数料 14,819

受取保険金 16,518

その他 22,227

営業外収益合計 65,144

営業外費用

支払利息 25,317

為替差損 98,396

その他 8,470

営業外費用合計 132,184

経常利益 1,178,820

特別利益

貸倒引当金戻入額 842

固定資産売却益 3

特別利益合計 846

特別損失

固定資産処分損 11,124

災害による損失 ※
 16,655

ゴルフ会員権評価損 2,700

特別損失合計 30,479

税金等調整前四半期純利益 1,149,186

法人税、住民税及び事業税 280,822

法人税等調整額 141,719

法人税等合計 422,542

少数株主利益 10,143

四半期純利益 716,500
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 3,818,521

売上原価 2,879,724

売上総利益 938,797

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 227,062

役員賞与引当金繰入額 7,500

退職給付引当金繰入額 40,813

役員退職慰労引当金繰入額 3,540

その他 294,599

販売費及び一般管理費合計 573,515

営業利益 365,281

営業外収益

受取利息 1,744

受取配当金 2,693

受取手数料 6,497

受取保険金 5,726

その他 3,700

営業外収益合計 20,361

営業外費用

支払利息 7,841

為替差損 26,033

その他 5,009

営業外費用合計 38,885

経常利益 346,758

特別利益

固定資産売却益 3

特別利益合計 3

特別損失

固定資産処分損 2,030

ゴルフ会員権評価損 2,700

特別損失合計 4,730

税金等調整前四半期純利益 342,031

法人税、住民税及び事業税 22,316

法人税等調整額 149,059

法人税等合計 171,375

少数株主利益 3,228

四半期純利益 167,427
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,149,186

減価償却費 671,675

貸倒引当金の増減額（△は減少） △842

賞与引当金の増減額（△は減少） △165,840

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 75,497

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,919

受取利息及び受取配当金 △11,579

支払利息 25,317

為替差損益（△は益） 21,243

固定資産処分損益（△は益） 11,121

ゴルフ会員権評価損 2,700

売上債権の増減額（△は増加） 264,328

たな卸資産の増減額（△は増加） △431,654

未収消費税等の増減額（△は増加） 49,734

その他の流動資産の増減額（△は増加） △26,907

仕入債務の増減額（△は減少） 62,775

未払消費税等の増減額（△は減少） △23,730

その他の流動負債の増減額（△は減少） 114,525

その他 8,545

小計 1,777,675

利息及び配当金の受取額 11,395

利息の支払額 △25,009

法人税等の支払額 △727,918

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,036,143

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △350,066

定期預金の払戻による収入 279,318

有形固定資産の取得による支出 △417,922

有形固定資産の売却による収入 1,064

無形固定資産の取得による支出 △58,959

その他 △1,568

投資活動によるキャッシュ・フロー △548,133

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 440,000

短期借入金の返済による支出 △447,711

長期借入れによる収入 150,000

長期借入金の返済による支出 △583,042

配当金の支払額 △194,135

その他 △564

財務活動によるキャッシュ・フロー △635,455

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53,131

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △200,577

現金及び現金同等物の期首残高 2,833,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,632,610
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

　　　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会　平成

18年５月17日　実務対応報告第18号)を第１四半期連結会計期間から適用しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日 至　平成20年12月31日)

１　未実現損益の消去

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算

しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
　当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　　　この事項については該当ありません。
　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　法人税法の改正(所得税法等の一部を改正する法律　平成20年４月30日　法律第23号)を契機に耐用年数の見直しを

行いました。これにより、機械装置について、従来耐用年数７～10年としておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り５～７年に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法に比べ、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益が71,093千円減少しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,249,769千円

※２　当第３四半期連結会計期間において売上債権の流

動化を行っております。これに伴い、当第３四半

期連結会計期間末において売掛金を302,825千円

流動化しております。

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融

機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に

含まれております。

受取手形
 

125,765千円

支払手形
 

168,390 〃

流動負債その他
(設備関係支払手形)
 

24,335 〃

※１　有形固定資産の減価償却累計額 8,829,215千円

※２　当連結会計年度において売上債権の流動化を行っ

ております。これに伴い、当連結会計年度末にお

いて売掛金を259,652千円流動化しております。

 

※３　　　　　　　──────
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(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年12月31日)

※　災害による損失の主な内訳は、東莞芝浦電子有限公司における浸水被害によるたな卸資産の廃棄によるものであ

ります。

　

第３四半期連結会計期間

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　　　この事項については該当ありません。
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成20年12月31日)

現金及び預金 3,081,303千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △448,692 〃

現金及び現金同等物 2,632,610千円

　

(株主資本等関係)

　
当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,779,865

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,212

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　この事項については該当ありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 194,396 25.00平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
　 　　　この事項については該当ありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　この事項については該当ありません。
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(リース取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末と比べて著しい

変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

当社グループは金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので、注記の

対象から除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

この事項については該当ありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

この事項については該当ありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の合計額に占めるセンサ電子部品部門の割合がいずれ

も90％を越えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の合計額に占めるセンサ電子部品部門の割合がいずれ

も90％を越えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,859,917958,6043,818,521 ― 3,818,521

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

494,365 965,3441,459,710(1,459,710) ―

計 3,354,2821,923,9485,278,231(1,459,710)3,818,521

　　営業利益 357,406 141,867 499,274(133,992)365,281

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア………中国、タイ

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

8,664,7793,081,97211,746,752 ― 11,746,752

　　(2) セグメント間の内部
　　　　売上高又は振替高

1,510,9412,757,9044,268,845(4,268,845) ―

計 10,175,7205,839,87716,015,598(4,268,845)11,746,752

　　営業利益 1,251,214408,3331,659,548(413,688)1,245,860

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア………中国、タイ
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,358,94614,052 323,226 950 1,697,175

Ⅱ　連結売上高(千円) 3,818,521

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

35.6 0.4 8.4 0.0 44.4

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)　アジア……………中国、タイ、韓国、シンガポール、インドネシア、台湾、マレーシア

　(2)　北アメリカ………アメリカ

　(3)　ヨーロッパ………ドイツ、ポーランド、スウェーデン、オーストリア、フランス、イギリス、イタリア、ルクセ

ンブルク

　(4)　その他の地域……ニュージーランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域への売上高であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平20年12月31日)

　

アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 4,279,84545,726 967,957 2,090 5,295,619

Ⅱ　連結売上高(千円) 11,746,752

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

36.4 0.4 8.3 0.0 45.1

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)　アジア……………中国、タイ、韓国、シンガポール、インドネシア、台湾、マレーシア

　(2)　北アメリカ………アメリカ

　(3)　ヨーロッパ………ドイツ、ポーランド、スウェーデン、オーストリア、フランス、ルクセンブルク、　イタリア、

イギリス

　(4)　その他の地域……ニュージーランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域への売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,423円71銭 1,410円37銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 11,272,295 11,159,112

普通株式に係る純資産額(千円) 11,070,275 10,966,848

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 202,019 192,264

普通株式の発行済株式数(株) 7,779,865 7,779,865

普通株式の自己株式数(株) 4,212 4,024

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

7,775,653 7,775,841
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２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 92円14銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 716,500

普通株式に係る四半期純利益(千円) 716,500

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 7,775,776

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 21円53銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
　至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 167,427

普通株式に係る四半期純利益(千円) 167,427

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 7,775,728

　

(重要な後発事象)

この事項については該当ありません。

　

２【その他】

この事項については該当ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

株　式　会　社　芝　浦　電　子

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　谷　村　和　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　石　田　勝　也　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社芝浦電子の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社芝浦電子及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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